
科学研究費補助金（特別推進研究）の審査システム

採択者・不採択者には
それぞれ採択・不採択
理由を開示 国立情報学研究所の

データベースに収録

実績報告書（1～2頁）
文部科学省 研究者レフリー審査 各系委員会 各系委員会 科学研究費補助金

審査部会
文部科学省 ヒアリング課題の選定 採択課題候補の決定

研究計画 １５０件程度 １５０件程度 ４０件程度
調書受理 採択課題の決定 研究開始 1年 2年 3年 4年 5年→ → → → → → → → →

研究計画調書 １５～２５名程度から 各系委員会毎に採択予 ６月
年１回 送付 構成される各系委員会 定課題の約２倍の課題
１１月 において、各委員がレ のヒアリング（１課題

関連分野研究者（３名） フリーの審査意見書を 当たり３５分）を行い
各系委員会 各系委員会に審査意見書の作成依頼 参考として個別に行っ 合議により採択候補課

た審査結果の集計等を 題を決定
基に、合議によりヒア 研究期間に応じて 終了ヒアリン
リング課題を選定 各年度に現地調査、 グを実施

又はヒアリングを
評価基準等 実施

レフリーの選任 各系委員会委員の選任 下記の着目点に着目しつつ、総合的
な判断の上 「Ａ Ａ Ｂ Ｃ」で評、 －

応募者及び各系委員会委員 学術分科会の委員及び臨時委員 価
から推薦をしてもらい、その 並びに学術調査官から推薦された 中間・事後評価の結果は
中から３名を配置。 者の中から分野バランス等を考慮 ①特別推進研究として推進する必要性 文部科学省ホームページ
選任は 各系委員会の主査 し配置。 ②研究の独創性及び研究の意義 で公表、 、
学術調査官が行う。 任期は２年、原則再任なし。 ③研究分野の現状と動向及びその中で

の研究課題の位置付け
④研究遂行能力及び当該分野における
評価

⑤応募研究経費の妥当性 ○新規課題の採択率（平成１６年度）
応募数 採択数 採択率

特別推進研究 128 19 14.8

○審査組織 ○学術調査官の役割 ○利害関係者の排除

科 ・レフリーの選任 科学研究費補助金における評価に関する規程（科学研究費補助金
学 ・各系委員会委員の選任 審査部会決定）において規定
技 学 人文・社会系委員会 ・各系委員会の進行役
術 術 ・採択・不採択理由の 評価者自身又は評価者の関係者（親族又は同一の研究室に所属する
・ 分 科学研究費補助金審査部会 理工系委員会 取りまとめ 研究者）が、研究代表者、研究分担者である場合には、評価に参画
学 科 ・現地調査への同行 しないものとする。また、評価者は、強い利害関係を有すると自ら
術 会 生物系委員会 ・中間・事後評価結果の 判断する場合には、評価に参画しないものとする。
審 取りまとめ
議
会

○評価結果の一貫したフォローアップ（採択時のコメントから中間・事後評価までの評価結果を一貫して把握）

○研究実施状況、研究動向等の把握（シンポジウム等への参加）○研究計画立案に
際しての申請者へ
のアドバイス
○制度の普及

新規課題の採択率（平成１６年８月現在）

特別推進研究 １２８ １９ １４．８

応募数 採択数 採択率

「科学研究費補助金における評価に
関する規程」第５条
２ 審査意見書の作成者は、担当学
術調査官が推薦する当該研究課題
又は研究領域の関連分野に精通す
る候補者の中から、各系委員会の
主査が選考する。

【科学技術・学術審議会 基本計画特別委員会（第８回） 資料３より】


